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■ 2019 年 12月議会採決表（○＝賛成、×＝反対）

共産 民主
改革 自民 公明 自民

真政
議
案

市長等特別職の給与に関する条例の一部改正 × 〇 〇 〇 〇
さいたま市文化会館条例の一部改正 × 〇 〇 〇 〇

請
願

国保県単位化による保険税水準の統一はやめ税負担の軽減を求める 〇 × × × ×
ゆきとどいた教育をすすめるための 30 人学級実施を求める 〇 × × × ×

※市長提出議案 59 件のうち 54 件に賛成 ( 92%)、5 件に反対（8％）

今号は 12月 29日と 1月 5日の合併号です

　12月 20日、12月議会本会議で、党市議
団を代表してたけこし連市議が議案と請願の
討論に立ちました。
　議員の期末手当（ボーナス）を引き上げる
条例は、施行期日を2021年 4月 1日まで
延期する修正案が出され、引上げ分の予算（議
員 60人分で 705 万円）は、台風 19号か
らの復旧に使うことを求める付帯決議がつき
ました。この修正案と付帯決議によって、実
質的には期末手当の引き上げ分を議員が受け
とることはなくなったため、議案に対する修
正案と付帯決議に賛成しました。修正案の議
決によって、来年には、改めて期末手当につ
いて引き下げも含めて検討することが確認さ
れています。昨年に引き続き、2年連続で議
員の期末手当の引き上げをストップできまし
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た。その一方で市長・副市長の期末手当の引
き上げは、他会派の賛成により可決。6年連
続の引き上げになります。
　さいたま市文化会館条例の改正について、
たけこし市議は「市民会館うらわを現地で建
て替えた場合は約70億円ですむのに対し、
浦和駅西口南高砂の再開発ビルに移転した場
合は120億円かかる。さらに移転では休止
期間が1年以上伸びる」として反対しました。
　「30人学級を求める」請願については、「１
クラスが35人を超える学級の割合が、本市
は小中学校いずれも政令市平均の倍以上にな
っている。本市の財政力をもってすれば請願
者が求めている当面小3と中 3での 35人
学級の実現は十分可能」と採択を主張。「国
保税の県単一化による保険税の統一はやめ
て、負担軽減を求める」請願についても採択
を求めて討論しましたが、2つの請願は他会
派の反対で不採択となりました。

議員ボーナス引き上げ議員ボーナス引き上げ
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あなたの身近な議員です

1 月 12日、19日号はお休みします

本会議で討論
にたつ金子市
議

　12月 9日、神田よし
ゆき市議は小規模修繕
登録制度の活用につい
て質問しました。この
制度は、100 万円以下
の施設整備や修繕、物
品修繕などについて市
内の中小、零細事業者
へ仕事を発注するための制度です。質問では、
制度で発注された実績が2017年度の発注率

5.6％、2018年度 6.1％と依然として低いこと
が明らかになりました。
神田　発注率を高めるための対策は。
市　全庁の掲示板を使って月に2度全庁に紹
介、該当の業務が多い所管には、登録業者
の積極的な活用を依頼する通知を出してい
る。また、申請業務別、所管課の地域に着
目した行政区別の名簿を作成、研修の場で
講師も派遣し制度の活用を周知している。
神田　他の自治体では、小規模修繕登録制度
を使う事業についてマニュアルまでつくっ
て推進しているが。
市　マニュアルの作成については、あまり過
度に発注調整すると官製談合の関係もあ
り、慎重に検討していく。

　「さいたま市女性の活躍を推進する議
員連絡会」（超党派女性議員12名で組
織）が 12月 17日、「女性の権利を国
際社会に―国連女性差別撤廃条約と選択
議定書を学ぶ―」というテーマで研修会
を開催し、党市議団からはとばめぐみ、
金子あきよの両市議が参加しました。
　講師の矢澤澄子氏（前さいたま男女
共同推進協議会会長）は、国連で1979
年に採択され、日本で 1985年に批准
された「女性差別撤廃条約」が男女共同
参画を進める力となっているが、具体的
な差別の撤廃を進めるためには「選択議
定書」を採択し、活用していく必要があ
る、と語りました。
　矢澤氏は折しも研修会当日、日本のジ
ェンダーギャップ指数が121位と前年
の110位からさらに順位を下げたこと

にも触れて、「男女
の賃金は差別され、
『セクハラ罪という
罪はない』という
大臣の発言が閣議
決定されるのが日
本の現実。この遅
れた現状と解決へ
の道を、とくに若
い人たちに伝えて
いくことが課題となっている」と話しま
した。
　閉会のあいさつに立ったとば市議は、
「さいたま市議会の女性議員は2割、市
執行部（局長以上の管理職と特別職）の
女性の比率は1割にも満たない。ぜひ
ここから変えていきましょう」と力強く
よびかけました。

　12月議会では、国が公表した再編統合の
対象医療機関リストにさいたま北部医療セン
ターの名前が記載されている件について、党
市議団が出した意見書（案）やとばめぐみ市
議の一般質問をきっかけに、「再編統合の議
論が必要と位置付けられた公立・公的医療機
関等からのさいたま北部医療センターの除外
等を求める決議」としてまとまりました。市
に対し、地域住民の不安や混乱の解消に努め
ることを強く求めています。
　また、「さいたま市議会の議員の報酬、期
末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正
議案」について、期末手当の引き上げを延期
とする付帯決議が提案され、党市議団から金

子あきよ市議が討論にたち、「台風19号に
よる甚大な被害が発生し、被災した市民や事
業者に深刻な影響を及ぼしているもとで、期
末手当の引き上げは延期とすべきとした議会
判断を支持する」として賛成しました。
　その他、「地域の祭りの継続開催に向けた
より一層の支援等を求める決議」と「工事請
負業者の経営破綻に伴う損害発生事案の再発
防止を求める決議」が全会派一致で採択され
ました。

さいたま北部医療センターに関するさいたま北部医療センターに関する
決議などまとまる決議などまとまる

講師の矢澤澄子氏
（前さいたま男女共
同推進協議会会長）
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